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ヤツホ鵜、泳げるぎー〝
広渡小学校のプールびらさで

＊　6月、7月の税金＊

固定資産税（第2期）
納　　期　7月16日一7月31日

町税の納税は便利な口座振替で…………遠賀信用金庫、

遠賀郡農協遠賀支所、西日本銀行芦屋支店、福岡銀行、

福岡相互銀行窓口でお申し込みください。
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夏の交通安全県民運動
7月21日約－8月20日㈱

正しく着用 
シートベルトとヘルメット 
○シートベルト　　　　　　　○あごひももきちんと 

忘れないでねおとうさん　　　しめよう 

轢繊鵡 
i追放しよう暴走族と； 
iめいわく ����運転 
○暴走は　しないさせない 

見に行かない 

〝・iう‘ ll ����ヾ 、Ql 

ヽ � �　　消 ＿．ヒ⊃＿ N　　　－N　　一 

おとしよりと子ともたちを 

交通事故から守ろう 

○歩行者には思いやりを 
○手をあげて横断歩道を渡ろう 

U 

口　　碑傷 

圏 

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
あ
け
る
と
、
お
目
徳
一
ッ
コ
リ
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

で
も
夏
は
疲
れ
る
こ
と
ば
か
り
。
海
水
浴
、
花
火
大
会
、
お
盆
、
夏
パ
テ
、
夜
ふ
か

し
、
漢
不
足
・
・
・
・
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
、
つ
い
つ
い
気
分
は
タ
レ
気
味
。
そ
ん
な

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
ん
糞
を
サ
ー
フ
ィ
ン
の
よ
っ
に
無
事
に
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
7
月
2
1

日
か
ら
県
下
一
斉
に
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
い
夏
を
過
す
た
め
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
気
を
引
き
し
め
て
、
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
あ
と
は
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
、
ゆ
っ
く
り
休
養
し
て
麓
パ
テ
を
や
っ
つ
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
連
動
の
主
な
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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旧制度の年金額（月額）比較表　　　　（単位円）

区　分　　　　　　　　毎∴魔 ��61 �62 

ス　　ラ　　イ　　ド　　率 ��制度改正 �0．6％ 

拠 �老齢年金 10年年金 5年年金 �32．258 27，458 46、025 64．875 51．900 67．467 �32．450 －27．625 46．300 65，258 52．208 67．867 

出 �21　年　　加　　入 

年 �障　害　年　金（1級） 

金 �　（2級） 母子年金（子1人） （博子加算を含む） 

福 ？止 �老齢福祉年金 �27．200 24．000 �27．400 24，100 
収入600万円東浦 
年 金 �876万円未満 

よははすすき うタ oコi由：∴∴乍由と 壱異臭 

富
宝
達
蚤
蚤
を
争
宵
宮
窒
量
宣
言
を
争
貴
書
窒
京

鴎
国
民
年
金
福
欝
金
係
呼呼や

ま
霊
宝
貴
意
豆
や
寄
書
至
芸
貴
意
毛
や
華
薯
雷
電

保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め
て
い
ま

す
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
も
う
一

度
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
万
一

の
奉
故
の
と
き
、
陪
審
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
歳
を

と
っ
て
か
ら
の
藷
飴
塞
提
年
金
も
受
け
ら
れ

な
い
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、
納
め
忘

れ
の
保
険
料
が
あ
れ
ば
、
い
ま
す
ぐ
に
締
め

ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
銀

行
・
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
の
自
動
振
替
（

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
国
民
年
金
の
保
険

料
を
自
動
的
に
支
払
う
）
の
取
扱
い
を
利
用

さ
れ
る
と
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
振
替
用
紙

な
ど
は
銀
行
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
。

・
遠
賀
信
用
金
庫
。
遠
賀
郡
農
協

・
福
岡
銀
行
折
尾
支
店
・
西
日
本
銀
行
芦

屋
支
店
で
ど
う
ぞ
。

年
金
額
が
四
月
か
ら
ア
ッ
プ

国
民
年
金
の
年
金
額
が
四
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
咋

年
一
年
間
の
物
価
上
昇
に
見
合
っ
も
の
で
　
礎
年
金
と
老
齢
福
祉
年
金
が
八
月
に
、
そ
の

す
。
な
お
、
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
毎
金
額
　
他
の
国
民
年
金
（
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
萎
頚
は
韮
一
一
増
子
年
金
な
ど
は
）
九
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

防
ご
う
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

－
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
月
間
で
す
－

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

連
動
で
す
。

謹
点
目
標
を
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
と
定
め

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
、
非

行
の
原
因
と
な
る
事
態
の
改
善
や
、
非
行
に

陥
っ
た
少
年
の
更
生
の
た
め
に
、
幅
広
い
地

域
活
動
者
実
施
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
真
金
こ
協
力
の
お
願
い

犯
罪
者
の
再
犯
予
防
と
更
生
を
目
的
と
す

る
藁
運
営
資
金
と
し
て
、
「
更
生
保
護
誌

薬
殺
的
芽
室
へ
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
本
町
の
保
護
司
は
次
の
方
々
で
す
。

信
行
　
富
海
（
鬼
　
津
）

吉
田
　
猛
（
尾
　
崎
）

高
崎
　
重
態
（
木
　
守
）

毛
利
　
秀
済
（
虫
生
津
）

矢
内
　
翠
（
遠
賀
川
）

山
中
　
高
鍋
府
）
　
　
敬
称
略

未
提
出
は
受
給
停
止
に

－
児
童
手
当
の
「
現
況
雇
L
 
I

児
遜
手
当
の
「
現
況
屈
」
は
す
み
ま
し
た

か。
現
況
届
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て
い
る
方

の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど
を
届
け

て
も
ら
う
も
の
で
す
。
こ
の
届
出
は
引
き
続

き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る

大
切
な
も
の
で
す
。
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る

資
格
が
あ
っ
て
も
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と

六
月
分
か
ら
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す。
な
お
、
出
生
や
転
入
な
ど
で
招
和
六
十
二

年
五
月
末
日
ま
で
に
、
新
し
く
児
垂
手
当
認

定
請
求
を
さ
れ
た
方
も
「
現
況
屈
」
を
必
ず

提
出
し
て
下
さ
い
。
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婦人大学プログラム（受講時間9；30－12：00）

○毎日（受講日）9時30分に集合し、仲間づくりとしてレク、体操、歌声などを実施。

月　日 ��学普主題 �掌　晋　内　容 �購節・助言者 

8 �21 �開　　講∴∴式 �式典、オilエンテーショ �県婦人対策課 
運営委員会 

ク �26 �地域社会と女性 � � 
女性の出番 �大野競市　豊　永　紀　夫 

9 �16 �歴史の流れと女性 �日本風土の中での新しい �若宮町　田通院 
女性の生き方 �住　職　狩野俊献 

ク �30 �貴女の老後は �ライフ・サイクルで考え � 
よう �久留百合子 

10 �14 �心のゆとりを �日常生活に読書から待ち �鞍手町　社数指導員 
見出しましょう �れるもの �渡　辺　栄　子 

イi �28 �女性の健康美 �体育・レクでいつまでも �芦屋町　体脇 
若く美しく �副会長　守　田　光子 

11 �11 �貴女にとって �個性的な底力を身につけ � 
魅力とは �よう �院　長∴亀崎世史子 

◆ �25 �社会の変動と �好ましい社会づくりの主 �西南女子短大 
女性の対応 �役は �教　授　松　本　房　枝 

12 �9 �世界の婦人に �県婦人の巽報告会 �県婦人の貿 
目を向けよう ��石　井　通　子 

12 �23 �閣∴∴∴諸　　式 �式・意見交換会 反省会 �運営委員会 

「
貴
女
に
と
っ
て
魅
力
と
は
」
な
ど

ー
　
婦
人
大
学
受
講
生
募
集
I

現
在
婦
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
や
状

態
、
そ
し
て
藷
な
ど
身
近
な
問
題
を
と
ら

え
て
学
習
を
深
め
、
婦
人
の
憲
強
と
資
質
の

向
上
を
め
ざ
し
た
婦
人
大
学
が
、
福
岡
県
の

委
託
で
遠
賀
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

諦
師
の
先
生
の
楽
し
い
お
話
し
を
聞
き
な

が
ら
、
も
う
一
度
周
囲
を
見
直
し
て
み
ま
せ

んか。
▽
期
　
間
　
8
月
2
1
日
～
ュ
2
月
綴
目

毎
月
2
回
で
m
回
コ
ー
ス

▽
会
場
遠
賀
町
英
公
民
館

▽
開
設
者
遠
賀
、
中
間
地
区
婦
人
大
学
運

営
委
員
会

▽
藁
数
遠
賀
郡
・
中
間
市
に
在
住
の
婦

人
百
人
程
度

水

と

友

だ

ち

に

遠
賀
町
饗
暴
風
会
で
は
、
か
な
づ
ち
や

ペ
ン
チ
の
君
た
ち
の
た
め
に
水
泳
教
室
を
開

き
ま
す
。
た
く
さ
ん
き
て
ね
。

▽
対
象
　
小
学
1
年
～
6
年
ま
で
の
全
く

泳
げ
な
い
君
た
ち
。

▽
日
　
程

。
島
田
小
　
1
月
5
0
日
　
1
3
時
～
鳩
時

▽
申
込
先
7
月
3
1
日
ま
で
に
遠
賀
町
教
育
　
▽
申
込
先
1
月
1
4
日
ま
で
に
勤
労
者
体
育
仰

委
員
会
社
会
教
育
課
へ
　
衝
（
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
へ

2
9
3
）
1
2
3
4

※
粥
魂
簡
閲
閣
…

8
月
3
日

8
月
4
日

8
月
6
日

・
広
漠
小
　
1
月
3
1
日

8
月
3
日

8
月
5
日

8
月
6
日

・
浅
水
小
　
1
月
5
0
日

7
月
3
1
日

8
月
4
日

8
月
5
日

ュ
0
時
～
1
2
時

1
3
時
～
ュ
5
時

m
時
～
1
2
時

ュ
0
時
～
1
2
時

1
3
時
～
ュ
5
時

的
時
～
1
2
時

1
3
時
～
ュ
5
時

m
時
～
ュ
2
時

ュ
3
時
～
1
5
時

工
0
時
～
ュ
2
時

1
3
時
～
ュ
5
時

▽
指
渇
水
拳
水
泳
ク
ラ
ブ
指
導
員

▽
費
用
百
円
（
保
険
料
、
申
込
時
徴
収
）

▽
参
加
上
の
注
意

・
身
体
に
異
常
や
病
気
が
な
い
こ

と。

民
館
に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

な

ろ

う

・
水
着
、
タ
オ
ル
、
水
泳
帽
子
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
　
1
月
如
日
（
月
）
ま
で
に
、
遠

賀
町
教
萎
民
会
社
会
教
育
課

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4
、
内

線
3
5
6
へ

簡
閲
閣
闘
閻

第
五
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
少
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
を
開
催
し
ま
す
。
さ
あ
、
日
頃

の
諜
習
の
成
果
を
た
め
し
て
み
な
い
か
。

▽
日
　
時
　
7
月
2
6
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
0
0
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
競
技
方
法
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式
で
試
合
回

数
は
1
回
、
延
長
は
9
回
。

・
5
回
終
了
時
以
後
の
回
で
ュ
5

点
差
の
場
合
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム。

▽
チ
ー
ム
編
成
小
学
生
9
人
と
し
、
登
録

大
赦
自
由
。
（
女
子
も
可
）

第
5
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
韻
技
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
7
月
銃
口
（
日
）

開
会
式
　
8
時
的
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
と
遠
賀

南
中
学
校
体
育
館

▽
競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式
、
1
試
合

3
セ
ッ
ト

▽
チ
ー
ム
編
成
小
学
生
9
人
、
登
録
人
数

は
自
由
。

▽
申
込
先
　
1
月
ュ
4
日
ま
で
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
へ
。

敬
老
の
白
を
め
ざ
し
て
、
大
好
き
な
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
象
は
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
で
、
絵

の
裏
に
、
○
簡
単
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
紹
介
文
　
○
書
い
た
人
の
名

前
、
年
齢
、
住
所
を
記
入
の
上
、
役
場
広
報

係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

諦
切
は
八
月
二
十
日
で
す
。

問…酬同調関関田脚恥恥聞棚田同調関田調



テニスコート関係使用料

○消耗品頬は使用者負担　　〇時間の斌教は切り上げ
○使用時間は、準備、後片付けの時間も含む

餞
閥
開
聞
閣

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
待
望
の

夜
間
照
明
（
ナ
イ
タ
ー
施
設
）
が
朝
来
あ
が

り
、
こ
の
た
び
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

暑
い
昼
間
を
さ
け
て
、
涼
し
い
夜
に
一
汗

ど
う
で
す
か
。

確
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
蟹
士
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
年
齢

も
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
屯
波
を
通
し
て

遠
く
の
人
た
ち
と
会
話
が
楽
し
め
ま
す
。

チ
講
読
強
堅
余
聞
闇
閣
閤
▽
車
惜
闇

▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
勤
労
者
体
育
館

▽
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
‖
遠
賀
南
中
撃
殺

▽
再
議
枝
＝
広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
剣
道
競
技
＝
浅
木
小
学
校
体
育
館

▽
相
議
技
＝
木
守
区
相
撲
場

▽
軟
式
庭
球
＝
総
合
運
動
公
園
ブ
ニ
ス
甥

▽
軟
式
野
球
＝
遠
賀
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
数
の
参
加
と
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
8
月
2
日
（
日
）

▽
総
合
開
会
式
　
9
分
5
0
分
か
ら

遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

ま
た
、
各
競
技
こ
と
に
も
開
会

式
を
行
な
い
ま
す
。

▽
定
員
　
0
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ります。）

▽
主
　
催
　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
　
篠
原
（
小
壷
詑

区
片
野
4
の
2
の
1
8
）

禽
（
9
5
1
）
1
9
1
6

年
に
一
画
し
か
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
受
諾
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
8
月
ェ
日
　
ュ
3
時
～
1
7
時

8
月
2
日
　
9
時
～
ュ
7
時
5
0
分

の
二
日
間

▽
会
場
水
巻
町
英
公
民
館

▽
対
∴
裏
　
社
会
教
育
関
係
団
体
指
導
者
（

子
と
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

関
係
者
な
ど
）
約
如
人

▽
申
込
な
ど
　
1
月
鋪
日
ま
で
に
、
遠
賀
調

教
茸
委
員
会
、
舘
（
2
9
3
）

⊥
2
3
4
へ

▽
日
　
時
　
8
月
2
日
　
9
時
～
ュ
5
時

（
雨
天
、
荒
天
中
止
）

▽
場
　
所
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場
（
艇
庫
）

▽
対
∴
象
－
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
は
小
学
生

ヨ
ッ
ト
教
室
は
小
、
中
学
生

▽
指
導
∴
芦
中
ヨ
ッ
ト
部
赤
坂
先
生
他

▽
間
合
先
韻
艇
域
管
理
課
企
画
係

舘
（
2
2
3
）
0
5
8
1

▽
対
∴
象
　
キ
ャ
ン
プ
生
活
が
で
き
る
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
m
O
人

▽
経
　
寅
　
1
人
三
千
三
百
円

▽
申
込
先
　
英
彦
山
青
年
の
家
「
親
と
子
の

キ
ャ
ン
プ
」
係
（
田
川
郡
添
田

町
美
彦
山
銘
の
⊥
8
）
、
衝
0
9

4
1
（
8
5
）
0
⊥
0
ュ
へ

▽
そ
の
他
　
く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

田
（
2
9
3
）
1
2
3
4

▽
開
催
日
時
、
場
所
な
ど

・
8
月
5
日
、
1
3
時
5
0
分
～
ェ
6
時

宙
気
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
）

・
8
月
1
0
日
、
1
3
時
5
0
分
～
騰
時

小
倉
市
民
会
館
（
北
九
州
市
）

▽
聞
合
先
・
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

0
9
2
（
7
1
4
）
1
5
5
6

。
福
岡
県
雇
用
対
簡
協
会

0
9
2
（
1
5
1
）
1
6
5
5

鰭
閣
闇
闘
閻

▽
講
習
日
・
第
一
種
（
9
月
5
0
日
、
m
月
1

日
、
2
日
）

。
第
二
穣
（
m
月
2
7
日
、
2
8
日
、

29日）

▽
話
習
会
場
　
福
岡
商
工
会
議
所

▽
受
付
期
間
　
8
月
ェ
7
日
～
2
9
日
（
郵
送
）

▽
受
付
場
所
福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
福
岡
市
博
多
区
住
吉
2
の
3

の00）

▽
詳
　
細
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

舘
（
2
9
3
）
ュ
2
3
1
へ

蘭
閥
園
閣

第
2
8
回
郡
民
体
育
大
会
が
8
月
2
日
（
白
）

遠
賀
町
窒
去
霧
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町

で
の
各
会
場
と
韻
技
は

▽
陸
上
襲
大
会
＝
遠
賀
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
広
漠
小
義

▽
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
遠
賀
中
学
校

▽
日
　
程
　
8
月
3
1
日
（
月
）
か
ら
9
月
ェ
5

日
（
火
）
ま
で
の
月
曜
、
火
筒

木
曜
、
金
曜
の
9
日
間
の
予
定

▽
時
　
間
　
ュ
8
時
5
0
分
～
2
1
時
4
5
分

▽
会
　
場
　
芦
屋
町
民
会
館
3
階

▽
費
　
用
一
人
一
万
九
千
円
（
テ
キ
ス
ト

と
無
線
従
事
者
免
訴
証
交
付
手

数
料
を
含
み
ま
す
。
）

福
岡
県
立
芙
蓉
山
昔
年
の
家
で
は
、
夏
山

に
き
た
え
る
親
と
子
の
つ
と
い
壱
開
き
ま

す。
日
ご
ろ
対
話
不
足
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
7
月
2
4
日
（
金
）
～
2
6
日
（
日
）

2
泊
3
日

▽
会
　
場
英
産
山
青
年
の
家
キ
ャ
ン
プ
揚

翁
閣
閥
閉
園
閤

来
春
大
学
、
短
大
、
高
専
を
水
薬
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
福
岡
県
の
霞
薬
事
情
な
ど
就

職
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

大
卒
等
採
用
見
込
企
業
情
報
や
大
卒
者
求

人
一
覧
表
も
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さい。

覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ
を
P
R
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
蜜
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
種
話

番
号
を
話
人
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
締
　
切
　
1
月
期
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
先
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉
田
）



イモ植えちゃうんだもんね
浅木小学校でイモ苗を植えました。クラスこ

とに分かれて畑の前に整列した生徒諸君は、手

に手に1本つつのイモ苗をさ等ち、先生の合図で
一斉に植えました。でも中には植え方のわから

ない子もいて、先生や友だちから樋え方の手ほ

どきを受けていまし六二。

みんなで植えたイモ苗は、秋にはたくさんの

イモができているでしょう。楽しみだなあ。

「∴∴∴＿二十＿鴫∴ニ∵．∴ミニごま十㌧∴∴ 　　　　　　　　　ヽ∴∴∵∴‾ 

「∴∴言、華㌣らi・ 

（ ′、′二軍） �阜‾‾＼i 繍 「。∴．∴・ 較 写・、 1 ∴－∴「「 

町内の田んぼで発動機の昔とともに行われて

いた田植が、6月末、ようやく終りました。

撰城化で省力化されたとはいえ、農家の人達

は早朝から泥まみれになりながら、豊作を祈る

真剣なまなざしで、－歩一歩田植横を進めてい

ました。

田植機の通ったあとには、きれいに並んだ稲

の列とカエルの声が残りました。

田植藤る

ホールインワンだ〃
7月11日、総合運動公園内にパティーパット

ゴルフ揚がオープンします。コースは18ホール。

年末年始を除き、9時から18時まで開場してい

ます。料金は大人（18歳以上）200円、小人100

円です。スタートは先着順ですので、コミュニ

ティセンターの窓口で申し込んでください。

日ごろグリーンで4パットも5パットもたた

くあなた、ぜひ一度こ家族といっしょに練習に

来てください。お待ちしています。

蓮 ��、↑ヽ′：ir �� 暗闇‾”醒i棚騨圏 ���� 

寸∴ 

子どものためのクラシックコンサートが中央

公民館でありました。

初めて接するナマの楽器の音に、聴きにきた

広漠と浅木小学？交の生徒たちはびっくり。第一

部では各楽器を「白鳥」C動物の謝肉祭）など

の名曲にのせて紹介。第二蔀では劫のお姉さん

も加わってドッと盛り上がり、最後は各小学校

の先生の炭坑節の踊りでしめました。「私たち

もゆっくり聴きたい」とは図書館に来ていて会

場をのぞいた大人の人の声でした。

本物の♪）♪だ．〈／



先生やめそよ－〝
近づいて来た］夏にそなえて、浅木小学校でプールの

清掃がありました。

水の抜かれたプールでは、みんな水着姿になって熱

心にプールのそうじ　　というより水あそぴという感

じでワーワ一、キャ一幸ャ一。遊んでばかりいる子に

は、先生からけんこつのかわりに冷たい水が飛びます。

そのたびにまた歓声があがって、結局最後まで大きわざで

プールの清掃を終りました。

「授 ∴∴ 

（／＼（豊艶 

〈 

＼さ � 

6月14日〔白）遠賀勤労者体育センターでバ

ドミントン大会が行なわれ、各試合ともに熱戦

が繰りひろけられた績栗、勝利のシャトルは次

の皆さんのところへ飛びました。（優勝者のみ）

＞男子ダブルスA級

［＞男子タ●プルスB級

＞男子シングルスA級

＞男子シングルスB級

＞女子ダブルスA級

＞女子ダブルスB級

＞女子シングルスA級

広瀬勇夫・山口美広細

井ロー朗・大草伸幸組

広瀬勇夫

井口一朗

古賀加代子・中村三重

子組

大森照美・太田英子組

村上真理子

＞女子シングルスB級∵関美代子

＞混合ダブルスA級　　山崎一説当エロ和子組

＞混合ダブルスB級　・長崎誠・田中智恵子組

第5回遠賀町民体育大会

バドミントン競技の結果

∴∵ ���毒 

言駁∴∴定∵懸／／ ���：∴ 

∴ i甚／／〉 � � � 

”誓言寧繚

這壷讃／躍二王 　！ 
iウ＿／↓ 　∴：ヽ ∴ト∴∵〃∴ � 

」　　　　　　∴一言∴　　　　∴ 

6月21日（日）広さ駐小学校で、午前9時から

約40人が参加して、町民体育大会の卓球個人戦

が行なわれ、小学生から一五校までの選手達は、

汗をふきながら熱戦搭くり広げました○

結果は次の通りです。（優勝者のみ）

＞一腰男子シングルス　　田口潤二郎C尾崎）

＞初心者男子シングルス　買う頚輯典（緑光苑）

＞初心者女子シングルス　入江美智代（薯ボ公）

＞小学生男子シングルス　石村貴弘（新町）

＞小学生女子シングルス　柴田ますみ（松ノ木）

＞混合ダブルス　篠崎溶く新町）つエロ削（極

ノ本）組

第5回遠賀町民体育大会

卓球（個人）競技の結果



第414号

続
遠
賀
町
文
学
散
歩

㈲

古
道
を
辿
る
（
Ⅸ
）

伊
藤
常
足
門
の
凶
事
歌
人
小
田
華
子
の
「

束
践
白
壁
は
芦
屋
の
同
門
の
歌
人
桑
原
久

子
ほ
か
数
人
で
、
奈
良
、
吉
野
、
伊
勢
、
馬

二
年
正
月
十
六
日
こ
と
。

I
I
も
と
よ
り
し
の
び
し
の
び
の
旅
路
な
れ

は
、
し
た
し
き
人
に
も
此
こ
と
つ
ゝ
み
た
り

し
を
、
み
な
大
き
さ
つ
け
て
馬
の
は
な
む
け

く
す
る
う
ち
に
時
う
つ
り
て
辰
の
時
は
か
り

に
と
て
芦
屋
の
さ
と
ま
で
お
く
り
す
。
と
か

に
つ
く
。

別
れ
な
は
ほ
ど
を
雲
井
に
へ
だ
て
ん
と

ひ
た
す
ら
を
し
き
け
ふ
の
別
れ
路

つ
く
づ
く
と
家
路
を
あ
と
に
水
茎
の

岡
の
み
な
と
の
丹
田
を
ぞ
す
る

も
の
だ
そ
う
で
、
古
い
土
地
を
思
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

緯
貴
の
集
落
は
数
軒
の
家
並
と
、
古
い
お

寺
な
ど
も
見
え
て
、
静
か
な
土
の
匂
い
が
田

の
面
を
渡
る
。
や
が
て
適
は
中
村
の
中
心
を

通
っ
て
、
浅
木
へ
。

山
田
川
に
沿
っ
て
下
る
と
左
に
浅
木
神
社

の
森
が
浅
い
緑
に
適
わ
れ
て
、
ほ
と
り
の
家

々
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
ば
ら

く
川
と
別
れ
て
家
並
の
中
を
通
っ
て
ゆ
く
。

昔
こ
の
あ
た
り
は
下
底
井
野
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
の
こ
と
。
昔
の
遠
は
山
田
川
に
沿
っ
た

木
守
を
通
り
、
今
古
賀
か
ら
松
の
本
、
若

松
、
堂
塔
寺
を
経
て
芦
屋
に
通
じ
て
い
た
と

お
か
あ
さ
ん
の

憾
廉
メ
ニ
ュ
ー

夏
パ
テ
予
防
の
料
理

肉
だ
ん
ご
の
菜
種
蒸
し

庭
井
野
中
松
屋
跡

舘
、
韓
光
寺
、
日
光
、
江
戸
な
ど
を
巡
り
、

帰
路
は
鎌
倉
、
諏
訪
、
岡
崎
、
兵
庫
と
い
う

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
通
を
選
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
そ
の
当
時
の
旅
の
難
し
さ
と
、
つ
と

め
て
煩
わ
し
い
関
所
な
ど
を
避
け
た
こ
と
に

よ
る
と
思
わ
れ
、
難
通
を
あ
え
て
求
め
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
「
東
路
白
壁
は
三
重
（
十
四

首
の
歌
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
た
た
ず

ま
い
が
語
ら
れ
て
い
る
得
難
い
資
料
で
あ

る
。
譜
者
小
田
宅
子
（
い
え
こ
）
が
底
井
野

の
生
家
小
松
屋
を
出
発
し
た
の
は
、
天
保
十

初
笈
の
あ
る
日
、
底

井
野
か
ら
昔
の
通
を
辿

る
こ
と
に
す
る
。
底
井

野
の
集
落
を
出
は
れ
っ

た
あ
た
り
の
広
々
と
し

た
通
亮
に
遠
賀
の
方

に
歩
く
。
う
し
ろ
に
は

六
ケ
嶽
が
夏
雲
の
中
に

う
か
び
、
近
く
の
田
圃

は
田
植
の
さ
中
で
、
と

の
こ
と
。
「
東
路
日

記
」
で
は
、
友
人
た

ち
の
は
な
む
け
の
馬

に
乗
っ
て
、
こ
の
道

を
芦
屋
に
向
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
今
で
は

想
像
も
つ
き
に
く
い

古
い
通
の
幻
影
を
追

っ
て
、
渡
れ
た
足
を

ひ
き
ず
っ
て
ゆ
く
。

材
　
料
（
四
人
分
）

豚
ひ
き
肉
　
　
　
　
　
2
0
0
g

こ
ろ
と
こ
ろ
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
赤
い
胴
が

見
え
る
。

眼
の
前
に
一
と
筋
の
低
い
堤
防
が
南
か
ら

北
に
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
昔
遠
賀
川

の
流
れ
が
瀬
戸
の
と
こ
ろ
か
ら
岐
れ
て
西
へ

向
い
、
末
寺
を
通
り
芦
屋
へ
出
て
い
た
頃
の

親
木
の
遣
　
　
（
片
山
花
街
き

郷
土
文
化
研
究
会
例
会

▽
日
　
時
　
7
月
ュ
8
日
（
土
）
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
共
公
民
館

▽
単
語
　
「
杉
野
兵
曹
長
後
日
撃

別
府
穣
本
信

無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

し
ょ
う
が
の
み
じ
ん
切
り

少
々

ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
　
大
さ
じ
2

滴
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
ュ

塩
　
　
　
　
　
　
小
さ
じ
沈

し
ょ
う
ゆ
　
　
　
　
小
さ
じ
1

こ
し
ょ
う
　
　
　
　
少
々

9
　
　
　
　
　
　
　
　
％
三

か
た
く
り
粉
　
　
　
大
さ
じ
ュ

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
ホ
ー
ル
）
1
缶
3
0
0
タ

か
た
く
り
粉
　
　
　
　
　
大
さ
じ
2

マ
ヨ
ネ
ー
ズ

し
そ
の
薬

プ
チ
ト
マ
ト
　
　
　
　
　
通
報

作
り
方

①
コ
～
ン
は
缶
か
ら
出
し
て
サ
ル
に
あ

け
、
水
気
を
よ
く
切
り
、
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
な
ど
で
さ
ら
に
水
気
を
よ
く
ふ
く

②
ポ
ー
ル
に
ひ
き
肉
と
④
壱
入
れ
、
手
で

粘
り
が
出
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
合
せ
る
。

⑧
コ
ー
ン
を
ハ
ン
ト
に
広
げ
、
か
た
く
り

粉
大
さ
じ
2
杯
を
全
体
に
ま
ぶ
し
、
⑤

を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
コ
ー
ン
の
上

に
置
い
て
転
が
し
、
軽
く
に
き
っ
て
コ

ー
ン
を
全
体
に
ま
ぶ
し
、
形
を
丸
く
整

える。

④
蒸
し
器
に
並
べ
入
れ
、
強
火
で
約
8
分

間
蒸
す
。

⑤
皿
に
し
そ
の
薬
を
ひ
き
、
④
壱
盛
り
、

プ
チ
ト
マ
ト
を
添
え
て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で

め
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
マ
ス
タ

ー
ド
、
幸
子
じ
ょ
う
ゆ
で
も
お
い
し
く

い
た
だ
け
ま
す
）

※
味
も
見
た
目
も
い
い
料
理
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会



各学校の電池回収量　　　第414号
（61年6月～62年3月）

遠賀中

高　中

島門小

広渡小

浅木小

ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
出
さ
な
い
で

－　　不　用

薬
品
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
乾
停
池
は
、

ゴ
ミ
処
理
に
と
っ
て
や
っ
か
い
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
町
内
の
各
小
、
中
学
校

と
役
場
玄
関
横
に
「
不
用
鐙
池
入
れ
」
を
置

乾
　
電
　
池

い
て
種
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
小
、
中
学

生
の
い
る
家
庭
は
学
校
へ
、
そ
の
他
の
家
庭

は
役
場
か
亀
漣
販
売
店
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

公
害
の
な
い
き
れ
い
な
霧
を
作
る
た
め

み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

洗
顔
や
朝
食
な
ど
、
朝
の

．
行
率
．
を
済
ま
せ
た
ら
、

い
よ
い
よ
出
勤
で
す
。
ま
ず

玄
関
を
出
る
時
の
足
取
り
の

観
察
が
大
切
で
す
。
今
日
一

日
の
計
画
に
向
か
っ
て
、
希

望
を
持
っ
て
出
動
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
ヘ
ル
ス
・
チ
ェ

ッ
ク
の
重
要
な
項
目
で
す
。

一一毒筆－－、事

▽
期
　
日
　
7
月
2
7
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
容
新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴
指
導

▽
持
参
品
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

最
近
「
霞
拒
否
児
」
が
社
会
問
題
化
し

て
い
ま
す
。
学
校
に
行
き
た
く
な
い
、
職
場

に
行
き
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
玄
関
を

－
つ
し
て
も
玄
関
を
出
て
行
く
足
取
り
を
強
く

感
じ
る
と
き
に
は
、
ま
た
子
供
た
ち
が
通
学

へ
の
喜
び
を
示
さ
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
原

出
る
と
き
に
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の

原
因
を
探
り
出
す

こ
と
で
す
。

必
ず
し
も
そ
の

原
因
は
学
校
や
職

画
重
い
と
感
じ
た
ら

原
因
を
探
ろ
う

甥
に
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

学
校
や
職
劫
に
重
大
な
原
因
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
健
康
状
態
に
も
大
き
な
関
連

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
状
態
の
観
察
を

人
間
に
と
っ
て
八
時
間
の
労
働
、
八
時
間

の
睡
眠
、
そ
し
て
八
時
間
の
自
由
な
行
動
と

い
う
一
日
二
十
四
時
間
の
構
成
が
最
も
健
康

な
生
酒
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
生
活
を
自
然

に
要
求
す
る
の
か
健
康
と
い
え
ま
す
。

そ
の
悪
味
で
、
朝
の
出
動
に
際
し
て
、
ど

因
を
健
環
状
態
と
関
連
さ
せ
て
観
察
し
、
早

目
に
そ
の
原
因
を
見
つ
け
出
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
こ
の
観
察
が
不
十
分
な
た
め
、
「
登

校
拒
否
児
」
を
「
自
閉
症
」
な
ど
と
診
断
さ

れ
て
、
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

単
純
な
原
因
の
と
き
に
早
く
見
つ
け
出
さ

な
い
と
、
時
期
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、

も
っ
と
も
っ
と
複
雑
な
原
因
が
積
み
重
な

り
、
そ
の
原
因
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
は
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
取
り
除
く
の

に
も
大
変
な
贅
周
と
時
間
を
必
要
と
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

朝
の
時
間
を
工
夫
し
て

健
康
・
体
力
つ
く
り
を

通
勤
の
越
車
や
バ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
つ

り
皮
を
「
健
殿
・
体
力
つ
く
り
」
に
活
用
で

き
ま
す
。
少
し
ば
か
り
余
裕
を
も
っ
て
朝
早

く
起
き
れ
ば
、
走
っ
て
団
地
を
一
回
り
し
て

み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
歩
道
橋
を
か
け

登
っ
て
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
坂
が
あ

り
、
階
段
が
あ
り
、
ジ
ャ
ン
プ
の
で
き
る
溝

も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
腕
時
計
さ
え
あ
れ
は
自

分
の
脈
拍
数
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
霞
器
具
や
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
に

多
額
な
お
金
を
か
け
る
前
に
、
自
分
で
で
き

る
ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
を
試
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

指
導
　
－
　
青
山
　
奥
庭

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



膚 下 調の遵蹟巾重電待暮轟
行事によっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者に迷惑をかけたりします。部前に碓

めて、遅れないようにしましょう。

日 �曜 �行　事　　内　容 �時　　　間 �実施会場 �担当係名 �対象や終了時間など �詳　細 

16 �木 �バドミントン教室⑤ � �勤労者体育 センター �体　育　係 �一飯成人 � 

17 �金 � � �総　合 運動公園 テニス場 �体　育　係 �ママさんと 中学生以上の女性 � 

18 �土 �同和　問題研修会 � �中央公民館 �社会教育係 �各種関係機関団体代表者 「映画」と「諾演」 � 

19 �日 �潤●1‡挺　研　修　会 � �遠賀川 油∴艇二場 �体　育　係 �難輪部員及び希望者 � 

23 �木 �高齢者学級（若大学） � �中央公民館 �社会教育係 �午後‘選択コース � 心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 協∴議会 � � 

野　草　教　室　⑤ � �中央公民館 �社会教育係 �一般成人 � 

24 �金 �ママテニ　ス教室⑲ � �総　合 運動公園 テニス場 �体　育　係 �ママさんと 中学生以上の女牲 � 

26 �日 �第5回遠賀町民体育大会 少年ソフトボール大会 �8：40－開会式 �総　合 運動公園 グラウンド �体　育　係 �小学生 �4ページ 第頻鷲璽竺照会 ��動労者体育 センター 

潤∴艇∴研∴修　会 � �遠賀川 潤∴艇∴場 �体　育　係 �難輪部員及び希輯 � 

27 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

31 �金 � �19：00開場 19：30開演 �つ　ユニア イセンター �社会教育係 �全町民 ※夏祭りの一環として行い ます。 �このページ 

缶l廿ソクプSl－ス 
ー空かん等散乱防止対策統一キャンペーンー 

道路や公園に散らかっている空きかん。すく近 

くにゴミ箱があるのに！I特に観光地では持って婦 

るのかめんどうだとばかりに「ポイ」。 
そんなポイ捨てをやめ、モラルをアップし持ち 

あなたの家に空きかんが投げ給てられたらとん 

あなたと
と　き　7月31日（金）

開場19時、開演19時30分
ところ　　コミュニティセンター

出　濃　関西学院交響楽団

夏まつり行事の一つとして、関西学院交番楽団を
招き、サマーナイトコンサートを開漬します。ゲストと

して町の少年少女合唱団も出演します。
真夏の夜の夢をごいっしょしませんか。お誘い合せの

うえ、ぜひご来楊ください。

ト演奏曲目
○アンダーソン作曲、「ウルテインクキャット」（ワル

ツを踊る猶）
0チャイコフスキー作曲、ミ白鳥の湖主より「情景J

Oベートーヴェン作曲、交響曲第五番ミ運命尋より「第
一楽章」他

卜主　催　遠賀町教育委員会
卜聞合先　教育委員会社会教育課　℡（鑓3）1234


